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2017.11.1.
ワイン醸造実務ニュース ( Oe -1 / 2017 )
　＜酒税法及び酒類行政関係法令等解釈通達の一部改正について（法令解釈通達）の意見募集（パブリックコメント）＞について
　かねてより、課題となっていました「オークチップ」を使用した場合は、これを植物成分とみなし甘味果実酒と捉え、海外での取り扱いと大きな齟齬を生じていることから、法の改正が望まれるところでした。本年（2017年）4月の酒税法改正で、2018年4月より「オークチップ」を使用しても果実酒となるように改正されています。今回は、これを補完する解釈通達に関しての意見募集が行われています。
改正の概要
　　＜法第3条第13号にホを追加＞

　　法第3条第13号ホ　イからニまでに掲げる酒類に政令で定める植物を浸して
その成分を浸出させたもの
　　＜施行令第7条に第4項を追加＞
施行令第7条第4項　法第3条第13号ホに規定する政令で定める植物は、
オーク（チップ状又は小片状のものに限る。）とする。

       ******************************************************************
　　　（参考　法3条第13項　イ～ニ）
イ：果実又は果実及び水を原料として発酵させたもの
ロ：果実又は果実及び水に糖類（省略）を加え発酵させたもの
ハ：イ又はロに掲げる酒類に糖類を加え発酵させたもの
ニ：イからハまでに掲げる酒類にブランデー、アルコール若しくは政令で定めるスピリッツ（省略）又は糖類、香味料若しくは水を加えたもの（省略）
       ********************************************************************
 となっております。
　今回の意見募集は、上記の法令を補完するための法令解釈通達として以下の2項目を定め、これについての意見を求めるものです。
　
法令解釈通達の新旧対照
　　　　　http://search.e-gov.go.jp/servlet/PcmFileDownload?seqNo=0000165632
またパブリックコメント（意見募集）への記載等の詳細については、下記の国税庁URL
を参考にして下さい。
http://search.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=410290052&Mode=0
新たに定める解釈通達
　＜酒類の製成の時期（通達第3条（共通事項）15　果実酒4）＞
　　　　植物を浸してその成分を浸出させるものについては浸出し終わったとき又はろ過したとき
　＜オークの取扱い（通達第3条（果実酒及び甘味果実酒の定義）11）＞
　　　　 「オーク」とは、ブナ科コナラ属の植物をいう
　解説
　　法及び令では、製成された果実酒に植物（オーク）を浸してその成分を抽出したものは果実酒の「ホ」とすると定めています。このため、果実酒「ホ」の製成の時期を明確にする必要が生じ、これを解釈通達で定めることとなっています。
　　これにより、オークの使用時期は、製成された果実酒（イ～ニ）に対し成分を抽出するために使用することになります。合わせて抽出が完了した、あるいはオークを分離した時点で、「ホ」果実酒は製成されることになります。
　　また、施行令では「植物はオーク」とだけ定めていますが、「オーク」を規定することも必要となり、解釈通達で、「オークとは、ブナ科コナラ属」と規定しようとしています。
　　なお、この果実酒「ホ」は日本ワインに該当するかどうかについては別の「果実酒等の製法品質表示基準」の定めるところとなります。
以　　上
（文責　（一社）葡萄酒技術研究会　専務理事　村上）
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